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た
、
陳
情
４
件
は
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

●
福
生
市
と
羽
村
市
、
瑞
穂

町
及
び
青
梅
市
と
の
間
の
証

明
書
の
交
付
等
の
事
務
委
託

の
廃
止
に
つ
い
て

　
本
籍
地
以
外
の
全
国
市

町
村
の
窓
口
で
戸
籍
証
明
書

の
取
得
が
可
能
に
な
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
や
こ

れ
ま
で
の
実
績
、
ま
た
、
令

和
６
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で

の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き

な
い
期
間
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

　

令
和
６
年
３
月
か
ら
、

国
の
戸
籍
情
報
連
携
シ
ス
テ

ム
を
通
じ
、
全
国
各
自
治
体

の
窓
口
に
お
い
て
、
本
籍
地

を
問
わ
ず
に
証
明
書
が
発
行

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
福
生

市
に
お
い
て
他
の
３
自
治
体

の
戸
籍
証
明
書
を
交
付
し
た

件
数
は
１
８
６
件
、
他
の
３

自
治
体
に
お
い
て
福
生
市
の

戸
籍
証
明
書
を
交
付
し
た
件

数
は
２
７
０
件
で
あ
っ
た
。

３
か
月
程
度
の
間
、
利
用
が

で
き
な
く
な
る
た
め
、
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

す
る
ほ
か
、
３
市
１
町
に
本

籍
の
あ
る
方
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

各
市
町
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
戸
籍
証

明
書
の
取
得
が
可
能
で
あ
る

こ
と
等
、
利
用
に
つ
い
て
周

知
に
努
め
て
い
く
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

　

保
育
所
や
幼
稚
園
へ
の

補
助
金
に
対
す
る
補
正
予
算

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

決
算
認
定
に
つ
い
て

　
下
水
道
使
用
料
に
お
け

る
横
田
基
地
水
の
占
め
る
割

合
と
増
減
、
マ
ン
ホ
ー
ル
カ

ー
ド
配
布
事
業
に
つ
い
て
伺

う
。

　
基
地
水
が
占
め
る
割
合

は
、
使
用
料
全
体
の
52
・
５

％
を
占
め
た
。
マ
ン
ホ
ー
ル

カ
ー
ド
は
、
令
和
５
年
１
月

28
日
か
ら
合
計
３
５
５
９
枚

を
市
内
約
３
０
０
名
、
都
外

約
１
６
０
０
名
、
外
国
の
方

３
名
等
へ
配
布
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
困
っ
て
い
る

市
民
や
事
業
者
に
対
す
る
取

り
組
み
を
伺
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少

し
て
い
る
市
民
や
事
業
者
に

対
し
、
下
水
道
料
金
の
支
払

い
の
猶
予
を
３
件
、
１
万
５

２
３
４
円
行
っ
た
。

　
９
月
20
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
８
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

及
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

　
９
月
19
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

及
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
福
生
市
下
水
道
使
用
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
下
水
道
使
用
料
の
値
上

げ
額
の
算
出
根
拠
と
影
響
額

を
伺
う
。

　
収
支
計
画
で
、
10
年
後

の
現
金
収
支
が
プ
ラ
ス
と
な

る
よ
う
、
排
出
量
１
万
㎥
を

超
え
る
分
の
１
㎥
当
た
り
の

使
用
料
の
値
上
げ
幅
を
55
円

と
し
て
算
出
し
、
４
３
５
円

と
し
た
。
影
響
額
は
約
５
０

０
０
万
円
と
な
る
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分
）

　

自
転
車
駐
車
場
へ
の
自

動
精
算
機
等
の
導
入
に
お
け

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
や

駐
車
場
内
の
ラ
ッ
ク
の
配
置

の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　

自
動
精
算
機
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
対
応
の
機
器
を
導

入
し
、
駐
車
場
内
で
の
配
置

や
台
数
に
つ
い
て
は
利
便
性

の
向
上
を
検
討
す
る
。

　

福
生
ほ
た
る
祭
が
中
止

と
な
っ
た
理
由
を
伺
う
。

　

福
生
ほ
た
る
祭
実
行
委

員
会
の
体
制
が
整
わ
ず
中
止

と
な
っ
た
。

●
福
生
市
下
水
道
事
業
会
計

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

陳
　
情

陳
　
情

　

結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
不
採
択

○
シ
ニ
ア
お
買
物
券
配
布
事
業
の

撤
回
を
求
め
る
陳
情
書（
５
‐
６

号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

高
齢
者
の
生
活
実
態
を
鑑
み
、

本
事
業
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
現
役
世
代
へ
の
一

律
の
支
援
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
議
員
報
酬
１
割
削
減
を
求
め
る

陳
情
書（
５
‐
７
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

福
生
市
の
議
員
報
酬
は
東
京
26

市
中
下
か
ら
４
番
目
で
あ
り
、
平

成
７
年
４
月
１
日
よ
り
変
わ
っ
て

お
ら
ず
、
そ
の
間
の
物
価
上
昇
率

約
９・５
％
を
考
慮
す
る
と
議
員
報

酬
額
削
減
が
必
要
で
あ
る
と
は
考

え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い

難
い
。

○
第
８
期
介
護
保
険
事
業
最
終
年

度
末
に
お
け
る
介
護
保
険
給
付
準

備
金
保
有
額
の
第
９
期
介
護
保
険

事
業
計
画
へ
の
繰
り
入
れ
を
求
め

る
陳
情
書（
５
‐
８
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

介
護
給
付
費
準
備
基
金
に
つ
い

て
は
、
国
が
示
す
基
本
的
な
考
え

方
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
も
、
積

立
て
や
取
崩
し
に
つ
い
て
は
、
中

長
期
的
な
視
点
で
慎
重
に
判
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

意
に
沿
い
難
い
。

○「
改
正
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
を
見
直

し
、
健
康
保
険
証
の
存
続
を
働
き

か
け
る
意
見
書
」を
政
府
に
送
付
す

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書（
５
‐
９

号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、

国
民
の
利
便
性
の
向
上
、
行
政
の

効
率
化
及
び
公
平
公
正
な
社
会
を

実
現
す
る
も
の
と
し
て
取
組
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
効
率
的
な

医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
け
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く

た
め
に
は
、
粘
り
強
く
推
し
進
め

る
べ
き
政
策
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

意
に
沿
い
難
い
。

○「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

２
０
２
３
年
10
月
か
ら
の
実
施
に

つ
い
て
再
考
を
求
め
る
意
見
書
」を

政
府
に
送
付
す
る
こ
と
を
求
め
る

陳
情
書（
５
‐
10
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
複
数
税

率
の
消
費
税
額
を
正
確
に
把
握
し
、

不
正
等
の
防
止
に
よ
り
、
消
費
税

の
正
確
な
課
税
を
目
的
と
す
る
も

の
で
、
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
事

業
者
へ
の
負
担
軽
減
も
含
ま
れ
て

お
り
、
完
全
移
行
す
る
ま
で
経
過

措
置
等
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る

陳
情
書（
５
‐
11
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
対
応
に
つ
い
て
は
、
国
の
総

点
検
が
行
わ
れ
、
改
善
に
向
け
て

進
捗
し
て
お
り
、
よ
り
効
果
的
な

医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
け
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く

た
め
に
は
、
健
康
保
険
証
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一
本
化
は
、

粘
り
強
く
進
め
る
べ
き
政
策
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
指
定
管
理
者
関
係
条
例
の
違
法

条
項
の
改
正
を
求
め
る
陳
情
書（
５

‐
12
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

違
法
と
し
て
い
る
一
定
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
陳
情
者
個
人
の
解

釈
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
に
よ
る
課
題
に
つ
い
て
も
、

非
常
に
不
明
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

意
に
沿
い
難
い
。

▶︎
福
生
七
夕
ま
つ
り
を
由
来
と

し
た
デ
ザ
イ
ン
の
マ
ン
ホ
ー
ル

カ
ー
ド（
配
布
終
了
）

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

■
反
対

　

行
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
市
の
財

政
力
を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で

あ
っ
た
こ
と
。
今
も
市
民
に
活
用
さ

れ
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

公
共
施
設
を
20
％
も
削
減
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
。
市
の
重
要
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
、
特
に
、
子
ど
も
と

そ
の
親
世
代
の
減
少
に
対
し
て
効
果

的
な
施
策
が
な
か
っ
た
こ
と
。
市
民

生
活
を
支
え
、
地
域
振
興
に
も
重
要

な
貢
献
を
す
る
地
域
公
共
交
通
の
整

備
が
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
。
横

田
基
地
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
高

度
計
や
航
跡
図
計
の
設
置
、
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
汚
染
に
関
す
る
調
査
、
横
田
基
地

返
還
後
の
跡
地
利
用
構
想
が
な
い
こ

と
等
か
ら
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

■
賛
成

　

令
和
４
年
度
決
算
は
、
必
要
か
つ

効
果
的
な
事
業
を
限
ら
れ
た
財
源
を

有
効
に
活
用
し
、
健
全
な
財
政
運
営

に
向
け
た
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
見
て
取
れ
た
。
高
校
生
等

医
療
費
助
成
事
業
等
多
岐
に
わ
た
る

新
規
事
業
を
実
施
し
、
財
源
に
つ
い

て
は
、
積
極
的
に
国
や
東
京
都
の
支

出
金
等
を
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

確
認
で
き
た
。

　

施
政
方
針
、
教
育
方
針
に
基
づ
き
、

外
部
識
者
か
ら
も
評
価
の
高
い
必
要

な
諸
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
全
般

的
に
当
初
の
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
決

算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
流
行
や
、
原
油
高
、
資
源

価
格
の
高
騰
、
食
料
品
等
生
活
物
資

の
物
価
高
騰
の
対
応
に
対
し
、ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
予
算
執
行
さ
れ
た
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
を
進
め
、
多
文
化
共
生

の
分
野
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け

る
や
さ
し
い
日
本
語
へ
の
翻
訳
機
能

の
本
格
実
施
、
広
報
紙
の
多
言
語
翻

訳
機
能
を
試
行
導
入
す
る
な
ど
多
く

の
改
善
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
東

福
生
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
も
動

き
始
め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
拡
充
に
よ
る
高
齢
者
見
守
り
相
談

事
業
の
充
実
・
強
化
等
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
力
強
く
推
進
し

た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
こ
と
か
ら
、

本
決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

新
た
に
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

課
を
設
置
し
公
共
施
設
の
老
朽
化
へ

の
対
応
を
強
化
し
た
こ
と
、
福
生
駅

西
口
地
区
公
共
施
設
整
備
推
進
事

務
で
は
年
度
内
の
減
額
補
正
を
踏
ま

え
、
決
算
に
お
い
て
は
適
切
な
支
出

で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
市
の

組
織
と
事
務
分
掌
の
見
直
し
を
行
い
、

効
果
的
な
事
務
を
執
り
行
っ
た
こ
と

を
評
価
す
る
。

　

教
育
行
政
で
は
、
中
央
図
書
館

改
良
事
業
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
、
図

書
館
の
自
動
貸
出
機
導
入
に
よ
り
市

民
の
利
便
性
向
上
が
図
ら
れ
た
こ
と
、

不
登
校
対
策
事
業
で
は
「
居
場
所
づ

く
り
」「
絆
づ
く
り
」
の
観
点
か
ら
の

教
育
活
動
の
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
の

効
果
を
評
価
し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
次
の
議
案
等
に
対
し
て

も
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
福
生
市
介
護
保
険
特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
福
生
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
議
員
報
酬
１
割
削
減
を
求
め
る
陳

情
書

●
「
改
正
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
を
見
直

し
、
健
康
保
険
証
の
存
続
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働
き
か

け
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意
見
書
」
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に
送
付
す
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と
を
求
め
る
陳
情
書

●「
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費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
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の
２
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２
３
年
10
月
か
ら
の
実
施
に
つ
い
て

再
考
を
求
め
る
意
見
書
」
を
政
府
に

送
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

討　
論

討　
論


